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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第103期
第３四半期
連結累計期間

第104期
第３四半期
連結累計期間

第103期

会計期間
自  平成23年１月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年１月１日

至  平成24年９月30日

自  平成23年１月１日

至  平成23年12月31日

売上高 （百万円） 36,099 35,578 47,790

経常利益 （百万円） 1,981 1,789 2,722

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,377 699 1,772

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,743 2,858 2,884

純資産額 （百万円） 62,009 65,589 63,133

総資産額 （百万円） 111,506 113,409 112,932

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 39.17 19.90 50.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 37.9 39.6 38.1

　

回次
第103期
第３四半期
連結会計期間

第104期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） △3.70 0.00

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

４  第103期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)  経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興関連需要等により企業活

動の一部に持ち直しの動きが見えるものの、欧州や中国など海外経済の減速や円高の長期化など、先行

きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

このような環境のなか、当社グループは、繊維・医薬品・機械関連などの製造事業におきましては、よ

り一層の原価低減や生産効率化の徹底を図るとともに、独自性のある製品の開発強化、新規販売先の開

拓に努めてまいりました。また、ショッピングセンターなどの不動産事業におきましては、施設の安心安

全の徹底や鮮度の維持、効率的な費用支出を行うとともに、お客様のニーズを適切に反映した事業運営

に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、機械関連事業において、消防自動車の売上が増加し

たものの、医薬品事業において、薬価引き下げの影響等により減収となったこと及び繊維事業において、

カジュアルインナーが減収となったことなどにより355億78百万円（前年同四半期比1.4％減）となり

ました。

営業利益は、粗利率の高い医薬品事業の売上が減少したため、研究開発費などが減少したものの15億

36百万円（前年同四半期比7.2％減）となり、経常利益は、17億89百万円（前年同四半期比9.7％減）と

なりました。

四半期純利益は、６億99百万円（前年同四半期比49.2％減）となりました。なお、前年同四半期に比べ

四半期純利益が減少したのは、前年同四半期に生物科学研究部門（同部門の松本分室を除く）の事業譲

渡益を計上していたことによるものであります。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①  繊維事業

肌着・靴下などの衣料品は、カジュアルインナー・補整下着・靴下の販売が低迷したため減収とな

りました。

また、機能性繊維は、耐熱性繊維「アルミナ長繊維」が海外向けで好調に推移したものの、水溶性繊

維「ソルブロン」の中国向け販売が落ち込んだため減収となりました。

この結果、繊維事業の売上高は77億94百万円（前年同四半期比9.5％減）となりました。

営業利益は、粗利率の改善やコスト削減により３億54百万円（前年同四半期比58.1％増）となりま

した。

②  医薬品事業

医薬品事業は、薬価引き下げの影響に加え、経口糖尿病用剤「メデット錠」が競合品の影響により減

収となりました。 

この結果、医薬品事業の売上高は121億74百万円（前年同四半期比8.1％減）となりました。

営業利益は、研究開発費が減少したものの３億67百万円（前年同四半期比58.4％減）となりました。
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③  機械関連事業

消防関連機器は、東日本大震災に起因する材料の調達制約により、消防自動車の出荷が当第３四半期

連結累計期間に集中したことから増収となりました。

この結果、機械関連事業の売上高は76億82百万円（前年同四半期比24.9％増）となり、営業利益は１

億84百万円（前年同四半期は１億14百万円の損失）となりました。

④  不動産事業

不動産事業は、施設の安心安全の徹底を図るとともに、お客様のニーズを適切に反映した事業運営に

努めてまいりました。

この結果、不動産事業の売上高は50億87百万円（前年同四半期比2.6％増）となり、営業利益は16億

78百万円（前年同四半期比4.4％増）となりました。

⑤  その他

その他の区分は、ホームセンター、ビル管理サービス、訪花昆虫の販売等の事業により構成されてお

ります。

その他の売上高は28億39百万円（前年同四半期比9.2％減）となりました。営業利益はコスト削減等

により63百万円（前年同四半期は24百万円の損失）となりました。

　

(2)  財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は1,134億９百万円（前連結会計年度末比４億76百

万円増、同比0.4％増）となりました。

（資産の部）

流動資産は、517億77百万円（前連結会計年度末比９億１百万円減、同比1.7％減）となりました。

増減の主要な項目は、現金及び預金、受取手形及び売掛金、仕掛品、流動資産のその他であり、現金及

び預金が20億57百万円増加し、受取手形及び売掛金、仕掛品、流動資産のその他はそれぞれ13億５百

万円、７億23百万円、４億８百万円減少しました。

固定資産は、616億32百万円（前連結会計年度末比13億78百万円増、同比2.3％増）となりました。

増減の主要な項目は、有形固定資産のその他、投資有価証券、投資その他の資産のその他であり、有形

固定資産のその他、投資有価証券がそれぞれ16億36百万円、29億19百万円増加し、投資その他の資産

のその他は18億19百万円減少しました。

（負債の部）

流動負債は、223億44百万円（前連結会計年度末比32億21百万円減、同比12.6％減）となりました。

増減の主要な項目は、支払手形及び買掛金、流動負債のその他であり、それぞれ19億85百万円、14億12

百万円減少しました。

固定負債は、254億75百万円（前連結会計年度末比12億42百万円増、同比5.1％増）となりました。

増減の主要な項目は、長期借入金、繰延税金負債、長期預り敷金保証金であり、長期借入金、繰延税金

負債がそれぞれ10億３百万円、11億57百万円増加し、長期預り敷金保証金は６億88百万円減少しまし

た。

（純資産の部）

純資産は、655億89百万円（前連結会計年度末比24億55百万円増、同比3.9％増）となりました。ま

た、自己資本比率は39.6％となりました。
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(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は22億72百万円であります。

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の重要な変更は次のとおりであります。

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントに配分していない全社費用で、分散（多角化経営）と

融合（シナジーの強化）を追求し、＜介護・福祉分野＞、＜コミュニティサービス分野＞、＜環境関連分

野＞、＜健康分野＞における新規事業の創出の取り組みを開始しました。

　

(5)  主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりでありま

す。

会社名
名称

（所在地）

セグメントの

名称
設備の内容

投資予定額

（百万円）
完了予定

年月
総額 既支払額

当社 さいたま新都心

駅前社有地

第二期開発

（埼玉県さいたま市

大宮区）

不動産事業 ショッピング

センター

12,000 ９ 平成27年春
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,215,00035,215,000
東京証券取引所
市場第１部

単元株式数
100株

計 35,215,00035,215,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

       該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

       該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

       該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 35,215 ― 1,817 ― 332

　

(6) 【大株主の状況】

       当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年６月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式

61,400
―

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

（相互保有株式）
普通株式

37,400
― 同上

完全議決権株式(その他)
普通株式

35,058,300
350,583 同上

単元未満株式
普通株式

57,900
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 35,215,000― ―

総株主の議決権 ― 350,583 ―

(注) 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式41株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
片倉工業株式会社

東京都中央区明石町６番
４号

61,400 ― 61,400 0.17

（相互保有株式）
株式会社松義

東京都千代田区東神田
一丁目17番１号

11,000 26,400 37,400 0.10

計 ― 72,400 26,400 98,800 0.28

(注)  株式会社松義は、当社の取引会社で構成される持株会（片倉共栄会  東京都中央区明石町６番４号）に加入して

おり、同持株会名義で当社株式26,415株を保有しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年７月１

日から平成24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,953 28,011

受取手形及び売掛金 ※１, ※２
 13,653

※１, ※２
 12,347

有価証券 492 492

商品及び製品 4,036 3,873

仕掛品 2,514 1,791

原材料及び貯蔵品 2,162 1,799

その他 3,874 3,466

貸倒引当金 △9 △4

流動資産合計 52,679 51,777

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,750 17,736

土地 16,797 16,797

その他（純額） 2,748 4,385

有形固定資産合計 38,296 38,919

無形固定資産 2,194 1,853

投資その他の資産

投資有価証券 15,148 18,067

その他 4,708 2,888

貸倒引当金 △93 △96

投資その他の資産合計 19,762 20,859

固定資産合計 60,253 61,632

資産合計 112,932 113,409
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 8,562

※２
 6,576

短期借入金 5,691 5,404

1年内返済予定の長期借入金 452 716

未払法人税等 455 263

賞与引当金 395 810

役員賞与引当金 35 －

資産除去債務 10 22

その他 9,962 8,550

流動負債合計 25,566 22,344

固定負債

長期借入金 4,442 5,445

繰延税金負債 5,276 6,434

退職給付引当金 2,438 2,401

役員退職慰労引当金 240 260

土壌汚染処理損失引当金 98 92

長期預り敷金保証金 9,077 8,389

資産除去債務 532 540

負ののれん 44 27

その他 2,081 1,884

固定負債合計 24,233 25,475

負債合計 49,799 47,820

純資産の部

株主資本

資本金 1,817 1,817

資本剰余金 332 332

利益剰余金 35,045 35,393

自己株式 △81 △82

株主資本合計 37,113 37,461

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,950 7,481

繰延ヘッジ損益 3 △3

その他の包括利益累計額合計 5,954 7,477

少数株主持分 20,065 20,650

純資産合計 63,133 65,589

負債純資産合計 112,932 113,409
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 36,099 35,578

売上原価 21,963 22,281

売上総利益 14,135 13,297

販売費及び一般管理費 12,481 11,761

営業利益 1,654 1,536

営業外収益

受取利息 45 35

受取配当金 278 259

雑収入 231 195

営業外収益合計 555 490

営業外費用

支払利息 160 162

シンジケートローン手数料 30 26

雑損失 36 47

営業外費用合計 228 237

経常利益 1,981 1,789

特別利益

固定資産売却益 61 0

投資有価証券売却益 7 26

事業譲渡益 1,618 －

その他 59 －

特別利益合計 1,747 26

特別損失

固定資産処分損 24 30

減損損失 49 216

割増退職金 79 －

退職給付制度終了損 － 305

災害による損失 334 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 434 －

その他 181 49

特別損失合計 1,104 601

税金等調整前四半期純利益 2,624 1,214

法人税、住民税及び事業税 1,479 374

法人税等調整額 △513 △19

法人税等合計 965 354

少数株主損益調整前四半期純利益 1,658 860

少数株主利益 281 160

四半期純利益 1,377 699
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,658 860

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 85 1,999

繰延ヘッジ損益 0 △7

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 6

その他の包括利益合計 85 1,998

四半期包括利益 1,743 2,858

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,559 2,222

少数株主に係る四半期包括利益 183 635
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

従来、連結子会社のうち決算日が11月30日であった、㈱片倉キャロンサービスについては、同日現在の財務

諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っておりましたが、同

社が決算日を12月31日に変更したことに伴い、当第３四半期連結累計期間は平成23年12月１日から平成24年９

月30日までの10ヶ月間を連結しております。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更）

第２四半期連結会計期間において、さいたま新都心駅前社有地第二期開発の基本計画を決定いたしました。

これにより、開発の進行に伴い利用不能となる資産について耐用年数を短縮し、将来にわたり変更しておりま

す。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ39百万円減少しております。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

連結子会社のうち決算期が３月の連結子会社については、法人税法の改正に伴い、第２四半期連結会計期間

より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に

変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　
【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用してお

ります。

（退職給付制度の一部移行について）

当社は、平成24年４月１日より確定給付年金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行することについ

て、平成24年１月12日に労使合意に至っております。この移行に伴う会計処理については「退職給付制度間の

移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

本移行により、特別損失として３億５百万円を計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  受取手形割引高

　

　
前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形割引高 133百万円 97百万円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 98百万円 77百万円

支払手形 67百万円 70百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

減価償却費 1,827百万円 2,001百万円

負ののれんの償却額 △17百万円 △17百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日
定時株主総会

普通株式 351 10.00平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 351 10.00平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 繊維 医薬品 機械関連 不動産
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

売上高 　 　 　 　 　
　

　 　

  外部顧客への売上高 8,61213,2536,1484,9563,12736,099 － 36,099

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

5 － － 22 61 89 △89 －

計 8,61813,2536,1484,9793,18836,188△89 36,099

  セグメント利益
  又は損失（△）

224 883 △114 1,606 △24 2,576△921 1,654

 (注)１  その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホームセンター、ビル管理サービス、訪

花昆虫の販売等の事業を含んでおります。

２  セグメント利益又は損失（△）の調整額△921百万円には、セグメント間の取引消去△１百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△920百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 繊維 医薬品 機械関連 不動産
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

売上高 　 　 　 　 　
　

　 　

  外部顧客への売上高 7,79412,1747,6825,0872,83935,578 － 35,578

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

5 － － 21 178 206 △206 －

計 7,80012,1747,6825,1083,01835,784△206 35,578

  セグメント利益 354 367 184 1,678 63 2,647△1,1111,536

(注)  １  その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホームセンター、ビル管理サービス、

訪花昆虫の販売等の事業を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△1,111百万円には、セグメント間の取引消去△14百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,097百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費及び研究開発費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の耐用年数の変更）

会計上の見積りの変更に記載のとおり、さいたま新都心駅前社有地第二期開発の基本計画を決定いた

しました。これにより、開発に伴い利用不能となる資産について耐用年数を短縮し、将来にわたり変更し

ております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「不動産事業」のセグメント利益

が37百万円減少し、「その他」の区分のセグメント利益が１百万円減少しています。

　

（有形固定資産の減価償却の方法の変更）

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第２四半期連結会計期間より、決算期が３月の連結子会社は、平成24年４月１日以後に取得した有形

固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償

却の方法を改定後の法人税法に基づく方法に変更しております。

当該変更による、当第３四半期連結累計期間の「繊維事業」、「医薬品事業」、「機械関連事業」のセ

グメント利益に与える影響は軽微であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

第２四半期連結会計期間において、さいたま新都心駅前社有地第二期開発の基本計画を決定いたしま

した。これにより、「不動産事業」セグメントにおいて、開発の進行に伴い利用不能となる固定資産につ

いて回収可能価額まで減額しております。

なお、当第３四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は189百万円であります。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 39円17銭 19円90銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,377 699

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,377 699

普通株式の期中平均株式数(株) 35,154,214 35,153,574

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月５日

片倉工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三  澤   幸  之  助    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安  藤       武        印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている片倉
工業株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、片倉工業株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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